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県内住民のジフテリア抗毒素

保有状況について（第 5報）
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I はじめに

伝染病流行予測事業の一環として． 1976年より県内住

民のジフテリア抗毒素保有状況を調査 1)2) 3) 4) してきた

が，本報では， 1980年に実施した本荘市住民 186名の成

績について概略報告する．

II 材料と方法

A.被検血清

1980年8月に本荘市石沢地区住民 186名 (O-1オ群

66名， 2-3オ群20名， 4-6オ群44名， 7-10オ群56

名）から採取したもので．いずれも被検時まてー20℃に

保存した．

B.ジフテリア抗毒素価測定法

予研から分与された毒素及び標準抗毒素を用い，流行

予測調査術式に基づいたカラーチゴンジ法 5)江より抗毒

素hlliを測定した．

表1． 卯令別ジフテリア抗毒素価保有状況

年令郡ば） 被検数
抗 毒

< 0. 005 0. 005 0.01 • 0.02 

0 ~ 1 66 59 3 3 1 
2 ~3 20 14 1 2 
4 ~ 6 44 7 ， 5 7 
7 ~10 56 11 8 10 ， 
計 186 91 21 20 17 
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ます，各年令群ことの抗毒素保有状況を 0.005iu/ml 

の抗毒素価でスクリーニンクした抗毒素保有率でみると，

表 1．に示すごとく．集団予防接種年令に達しない 0-1 

才群の保有率はわすか 10.6完であったか，接種年令1こ

達すると． 2-3オ群の30%を上昇起点として，以後の

年令群では80彩台の保有率に急上昇した。全体としては

51.1彩が陽性であった．

次に．このスクリーニング陽i生例について抗毒索f曲を

測定してみると． 0.005-0.01iu/mlが43.1形． 0.02

-0.04 iu / mlか29.5%, 0.08-0.16iu/mlが20粥，

及ひ 0.32iu/ ml以上が7.4吃てあり，陽性冽の 72.6形（ま

0. 04 iu/ml以下の抗毒素価であった．この成績を累積抗

毒素保有率としてみたのか図 1．であり，また． DPTワ

クチン接種との関係からみたの力ゞ表2．てある．ワクチン

接種歴の影響が各年令群の抗毒素保有に強く反映してい

た．

なお， I期3回終了者の 13.6％が0.005iu/ml末（蒻の

価 1u / ml 陽性率（弼）

0.08 0.16 0.32 0.64 1. 28 (0.05 iu/mC 

10.6 
2 l 30.0 
3 5 3 1 84.1 
5 3 2 1 80.4 

10 ， 5 I 1 51.1 

表2. 3種混合ワクチン接種歴とジフテリア抗毒素保有との関係

抗毒素仙(iu/ ml) 抗毒素~0.005 rn/ 叫彼の検年数令分布

ワクチン接種歴 被検数
陽性杓／

<0.0050.005 0.01 0、020.04 0.08 0.16 0.32 0.64 1.28 0 -1オ2-3オ4-6オ 7-10オ

未接柾 91 78 5 4 I 2 1 7 / 66 6 I 20 1 / 5 o I 1 

I 
1回完r 3 1 l I 

一
／ O I l 2 I 2 

2回元了 17 2 5 3 3 2 1 1 

一一
11 / 11 4 I 6 

期
3回完了 44 6 7 7 10 6 4 4 

一一
18 /20 20 / 24 

I, II期完了 18 1 3 2 3 3 5 1 --ー8 / 8 10 I 10 
計 | 1 73 87 18 17 14 11 l’l ， 5 1 7 /6(i 6 / 20 38 / 45 35 / 43 
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抗毒素価（iu/ml)

図 l． 年令別ジフテリア抗毒素保有状況

抗毒素価しか示さなかったことは留意しなければならな

いだろう．
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IV ま と め

1980年本荘市石沢地区住民のジフテリア抗毒素保有状

状況は， 4-6オ群と 7-10オ群はそれぞれ 84.1%, 

80.4 %と高率であったが，これより低年令の 0-1オ

群では 10.6%, 2-3オ群では30形と低率であり，い

ずれもDPT3種混合ワクチン接種歴と相関していた．
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